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研究力には運が必要か 
井村 亜矢（阪大） 

aimura3goo@gmail.com 

 

 
1. はじめに 

本稿のリサーチクエスションとしては、研究力には運が必要か否かである。大学の現場では、科学研究

助成事業（以下科研費）やその他大型外部資金に採択されることを「当たる」と言う。少なくとも、科

研費は審査に通らなければ採択されないことから、くじのように、偶然に外部資金に「当っている」わ

けではなさそうである。 

それは、例えば、科研費には審査基準があることからも伺える。科研費の審査基準は、「研究目的の明

確さ、研究の独創性、当該学問分野及び関連学問分野への貢献度等を考慮するとともに、当該研究者の

従来の研究成果をも厳正に評価し(「挑戦的萌芽研究」を除く。)、研究成果が期待できるものを選定す

るようにする。」註１とされていることからも、偶然に当たっているとは考えにくい。 

ただ、科研費の審査基準の後半部分において、「研究成果が期待
・ ・

できるものを選定するようにする」に

ついて、「期待」といった数字に裏付けされることが困難な言葉が記載されている。研究が成功する確率

で示す例としては、創薬については、研究開発から上市まで至る期間は 15 年、確率は、0.003%であると

いった報告註 2 もある。つまり、科研の採択率は創薬の研究開発に比べて高いものの例年 44.4％の新規

採択率は、応募者にとってフィフティ・フィフティチャンスなのだ。 

ここにカーネマン（2011）の卓越した成功に関する「成功の方程式」がある。 

success = talent + luck 

     ggrreeaatt  ssuucccceessss = a little more talent + aa  lloott  ooff  lluucckk 

もし、この方程式が真だとすれば、卓越した研究が生まれるためには多くの「運」が必要ということに

なる。本稿では、卓越した研究成果に研究者の運は必要がないと仮定し、2020 年に筆者が行ったインタ

ビュー調査を元に検証を行う。なお、「運」の定義は、倫理学、経済学等分野によって様々あるが、本稿

では、国語辞典の大辞泉にある一般的な定義である「自分の行動ではなく、偶然によってもたらされた

成功や失敗」を使用する。 

 
2. 先行研究 

・Kahneman(2011)は、企業やスポーツ選手の卓越した結果を生み出す構成要素として、他より少し高い

能力と多くの運の二つであるとしている。例え、組織やグループのリーダーが素晴らしいビジョンと並

外れた能力を持っていて成功した前例に基づいて行動をしたとしても、コインの裏を返す確率よりも正

確に未来の業績を予測することはできないとしている。 

・Plunchino ら(2018)は、西洋において個人が持つ知力、知性、努力、積極性、勤勉性もしくはリスク

を厭わない能力こそが、成功の秘訣であるとして一般的に知られているとしている。しかし、個人が既

に備えている能力のみで判断することは、機会均等の観点から危険だとしている。それは、不採用者の

中に高いインパクトの仕事をする人材が隠れている可能性を指摘している。 

・Wang（2019）のアメリカ版科研とも言える NIH の R01 助成事業註3で採択に至らなかった研究者のその

後の研究を調べている。この調査では、不採択をきっかけに研究者は、研究内容の精度を高めたり、研

究が大きく前進する傾向にあり、つまり、飛躍的に研究力が伸びる傾向が見受けられるとしている。 

 

3. 調査方法と概要 

調査の実施期間は、2020 年 7 月 27 日、8 月 17 日、18 日、19 日で、所要時間は各１時間である。調査

方法は、構造化されていないインタビューを行い、「研究力の向上」にはなにが必要であるかについて自

由に話をしてもらった。調査対象はノーベル賞候補者として毎年名前の挙がる免疫学分野研究者の 4名

である。Elsevier Scopus によると、インタビュイーの h-index は 2024 年 8 月 25 日現在、256、184、

130、121 であり、物理学分野のノーベル賞受賞者の h-index 平均が 50 程度と考えると、依然高い研究

力を保っていることが伺えることからインパクトのある研究を行っている研究者 4 名だと言える。 
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4. 調査から得た知見 

「運」についていずれのインタビュイーも、①留学の運、②研究費採択の運、③研究分野が評価される

ようになった運の 3 点を挙げている。 

44--11  留留学学  

インタビュイー4 名中 3 名はポスドク時代に米国へ留学している。内一人のインタビュイーはこの海外

留学に加えて、異分野の最先端技術を学ぶために国内留学も行っている。整理すると、インタビュイー

4 名の内、3 名はポスドク時代に留学、残り 1 名は研究者になった後に渡米し、現在は日本で研究を行

っている。 

競争の激しい研究の世界において、ライバルが先に投稿すると一瞬にして今まで積み上げてきた研究

や実験が無となる不運がある。例えば、インタビューイの一人は、アメリカにいる同分野のライバルの

論文がいつ頃出るのかという情報を持ち合わせていなかったため、タッチの差で投稿が遅れた。 

もし、アメリカに物理的にいれば、ライバルグループの研究の進捗情報も入ってきた可能性もあり、世

界と対抗するためには意識して情報収集しなければいけないことを痛感したと語っている。このように

地の利がもたらす運、不運も存在する。留学は単に国境を越える移動による最先端技術の習得や人的ネ

ットワークの広がりだけではなく、研究の最前線の場所で、リアルタイムに情報を得ることでもたらさ

れる運というものがあることを示している。 

44--22  研研究究費費採採択択  

インタビュイーの一人は、若手研究者時代には実績がないため、科研費を申請しても通らず、他大学の

研究者が科技庁の研究班や文部省の特定研究の班に入れてくれた運を語っている。この運は、本人の実

績、コミュニケーション力や信頼等がベースとなって人的ネットワークによって引き寄せられていると

いった力が考えられる。 

しかし,一方で企業からの研究費の獲得のために、「企業が期待する研究内容」をヒアリングに織り込

むことを周りから強くアドバイスされたが、このインタビュイーは、自らの研究内容を貫き通し、無事

採択された。このことは、本人の直感や意志が強く働いたケースであるが、必ずしも今回のように採択

に至らず、不採択になることもある。 

また、別のインタビュイーは、新たな研究室を立ち上げる際に、文科省の私学ハイテクリサーチ・セン

ター整備事業に応募し、たまたま
・ ・ ・ ・

採択されたことで研究環境や資金の心配がなくなったとしている。予

想していていなかった運を味方につけて、研究を継続させることを可能にした例だと考えられる。 

さらに、研究者として米国の大学に転じたインタビュイーの一人は、マーキー財団註 4の採択で 8 年分

の研究費を確保できたことを「幸運」と言っている。研究の発想そのものに価値を見出し、研究資金を

提供してくれる米国において、このインタビュイーは、「おもろいことを言う若い研究者には、たとえ

歩留まりが悪くても
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

チャンスを与えてくれました。」と語っていることからも、その後の研究を大きく発

展させる力となっていると考えられることからもいかに「チャンスを与える」、「チャンスを掴む」機会

の創出が大切であることを物語っている。 

44--33  研研究究分分野野のの評評価価  

今回インタビューを行った研究者の専門分野である免疫学の歴史は古い。10 世紀に天然痘が臨床医に

よって報告されてから、最近では、2019 年に新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が世界的に流行す

ると、実に 1000 年の歴史を経て免疫学が一般市民に広く知られるようになった。今まで地道に行って

きた基礎研究が具体的に社会で役立つことで、免疫学が注目されることになったことを「幸運」とイン

タビュイーたちは語っている。 

 

5. 結論 

 本稿では、卓越した研究成果に研究者の運は必要がないと仮定したが、今回この仮説を裏付ける科学

的根拠や論文を見つけることができなかった。加えて、卓越した研究者へのインタビューにおいても、

運の効果が多く語られていることからも、本稿では、研究力には運が必要だと結論づける。 

今後の課題としては、研究力を構成する運について、財源配分の政策的、ファンディング・エージエン

シーの観点や研究者のキャリアパスの観点からも考察を行いたい。 
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[[註] 

1. 但し、挑戦的萌芽研究を除くとしている。 

2. 内閣府 日本製薬工業協会 第 1回 医薬品開発協議会 2020 年 10 月 27 日 スライド 6  

3. NIH(アメリカ国立衛生研究所)R01Grants https://grants.nih.gov/grants/funding/r01.htm 
4. The Markey Trust（1983-1997） 

マーキー財団（1983-1997）は、 ベーキングパウダーと石油で財を成した Warren Wright の資産を引

き継いだ妻のルシル・P・マーキーが設立した期限付き 15 年のフィランソロピー財団である。助成対

象は、生物医学系の若手研究者、生物医学系の著名な研究者のプロジェクト、医学研究科博士課程学

生の橋渡し研究教育である。 
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